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霧

轟
　
て
　
麟

灘欝

　
　
　
　
ゼ
ロ

交
通
事
故
0
の
願
い
も
込
め
て
、
今
年
も
植
え
ま
す
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

灘

　人ロの動き
　　7月1日現在一
男4，265（一2）
女4，334（一3）
計8，599（一5）
世帯数2，258（十3）

　（）は前月比較



『
趣
餅
蜜
麗
晦
濫
闘
　
濫
暫
夢
團
餅
騒
癖
　
噺
羅
』

動
～
希
は
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
旬
間
で
す

　
八
月
一
日
か
ら
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
交
通
安
全
は
一

秒
と
て
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

す
。
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た
な
い

人
も
、
ル
ー
ル
に
従
い
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
表
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
の

交
通
事
故
発
生
件
数
（
警
察
統
計
に
よ

る
）
を
年
次
別
に
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
数
字
だ
け
の
表
で
は
な
か
な
か
実
感

が
わ
き
ま
せ
ん
が
、
町
内
で
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
一
、
四
五
三
日
間
を
記
録
し

て
い
た
期
間
（
昭
和
五
十
九
年
六
月
～

昭
和
六
十
三
年
五
月
）
に
お
け
る
事
故

件
数
は
、
他
と
比
べ
少
な
く
な
っ
て
い

年次別交通事故発生数

大字三領地内、国道252号での事故

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　
当
町
は
、
県
内
で
も
交
通
死
亡
事
故

割
合
が
非
常
に
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

轍 件数 傷者 i鵜， 飲酒運転 県事故件数 県死者数
46 37 52

ii灘i1
14，082 410

47 29 34 i…灘 14，145 444
48 36 49

1
…
i
i

妻灘ii

12，712 390
49 21 29

…1、鎌i、

10，568 341
50 17 26 箋灘 10，010 305
51 26 31

｝1’”’ii灘Fi

28 9，822 272
52 22 26

・ii撚i

20 8，574 248
53 22 26 叢i…叢 24 8，077 234
54 19 25

…嚢饗i”

23 8，042 215
55 31 46

……i…灘

20 7，664 221
56 24 27

難i糞萎1

20 7，318 228
57 19 20

…難……驚薫

18 7，385 214
58 24 27

iii……難舞

9 8，437 208
59 12 18 盤饗 26 8，435 193
60 17 25

、蒙骸．

25 9，491 179
61 21 28

・難～・

28 10，932 183
62 18 28

…、舞灘

11 11，311 229
63 19 24

叢1…灘

7 11，680 214
元 26 31 』

i

l……難、

7 12，576 275
2 34 41 難籔萎 6 12，381 264
3 34 41 9 12，707 270
4 35 43 『

、

…灘、

10 13，206 314
5 44 53 i灘 11 13，720 316
6 30 30

、i…難

6 13，320 279
7 38 42

11ili1叢

14 13，356 295

す
。
平
成
七
年
七
月
の
推
計
人
口
を
使

っ
て
試
算
す
る
と
次
の
よ
う
な
ご
と
が

わ
か
り
ま
す
。

①
②
　
　
③
④
⑤
　
　
⑥
⑦
⑧
　
　
⑨

人
人
比

3
7
ロ

ワ
ヨ
ハ
ロ

5
β
人

87
8
の

4
　
町

2

鵬
②
一
①
数
数
る
⑤
一
④
数
瓠
⑥
一
⑦

口
口
お

　
　
こ

人
人
ー

　
　
内

県
町
県

‘L＝　 0．00346）

　　13，356件
　　　　38件
町の事故件数比

一二　〇．00284

　　　　295人
　　　　　3人
rの事故死亡者比
）

r二　〇．0102

　
　
け

件
件
お

故
故
に

事
事
内

県
町
県

県事故死者
町事故死者
県内におけ

　
事
故
が
人
口
に
比
し
て
発
生
す
る
と

す
れ
ば
、
③
と
⑥
と
⑨
は
同
じ
数
に
な

る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ

う
は
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
七
年
の
当
町

で
は
、
事
故
件
数
比
は
③
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
事
故
死
亡
者
比
で
は
約
三

倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も

多
い
死
亡
事
故
発
生
状
況
が
こ
こ
一
二
年

続
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
事
故
が
減

れ
ば
死
亡
事
故
も
減
る
は
ず
で
す
。
職

場
や
家
庭
で
の
声
掛
け
運
動
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
あ
と
半
月
も
す
る
と
学
校
は

夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
近
く
の
危
険
箇

所
は
も
と
よ
り
、
見
過
し
や
す
い
場
所

な
ど
の
通
過
に
は
、
一
層
注
意
し
た
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
は
順
法
運
転
か
ら

　
優
良
無
事
故
運
転
者
と
し
て
、
六
月

七
日
に
四
十
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
谷

井
一
二
さ
ん
（
木
島
）
に
日
頃
の
安
全

運
転
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

璽

　
ま
ず
第
一
は
順
法
運
転
。
　
「
…
だ
ろ

う
」
運
転
を
せ
ず
、
子
供
や
車
が
出
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
予
測
を

持
っ
た
「
…
か
も
」
運
転
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
互
譲
の
気
持
ち
や
飲
酒

運
転
を
絶
対
に
し
な
い
な
ど
、
ご
く
普

通
の
運
転
で
事
故
は
防
げ
る
と
思
い
ま

す
。

翫
髪

’，

　
六
月
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
四
回

町
議
会
定
例
会
は
、
二
十
五
園
権
全
日

程
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

　
二
十
日
は
、
川
西
町
附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
七

件
の
条
例
改
正
を
可
決
。
続
騨
で
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現
行
制
度
の

維
持
に
関
す
る
講
願
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
に
は
、
州
西
町
幼
児
の
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
ほ
か
一
偉
の

条
例
制
定
を
可
決
し
、
親
た
な
類
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
制
定
」
を
求
め

る
決
議
及
び
意
晃
書
提
出
に
関
す
る
講

願
ほ
か
五
件
の
意
冤
書
提
出
を
決
め
ま

し
た
。

　
続
於
て
、
平
成
八
年
度
川
西
町
皿
般

．
会
計
予
算
（
第
一
号
）
及
び
五
つ
の
特

別
会
計
（
第
一
号
〉
と
一
つ
の
事
業
会

計
（
第
一
号
）
の
補
正
予
算
を
可
決
。

ま
た
、
次
の
委
員
の
選
任
、
特
別
功
労

者
表
彰
等
に
同
意
し
ま
し
た
、

　
川
西
町
監
査
委
員
に
和
久
舞
工
さ
ん

　
（
木
落
）
、
規
西
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
丸
山
秀
夫
さ
ん
蹴
原

田
〉
、
町
条
例
に
塞
づ
く
特
別
功
労
者

表
彰
に
南
雲
守
さ
ん
（
中
仙
菌
）
と
高

津
冨
士
男
さ
ん
（
寺
ケ
騎
）
、
瑚
西
簸

農
業
委
員
会
委
員
く
議
会
推
薦
）
に
藤

巻
博
さ
ん
（
塩
辛
）
と
清
水
雄
さ
ん
礁
下

平
新
選
。
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特定公共賃貸住宅

2階平面図

ノ寸ノレコニー

　　　　　～

ポーチ

D．N

居問・食堂

台所　　ホール 玄関。

・こ7イ

合こ　　　　’物 物入

9
UP

洗面●i
　脱衣室 ，

～塾

　　　浴室畠
し
へ r

』

3階平面図

サンル＿三ρ

洋問（6）

洋問（6）

　「一　　　　　　一　，

ホール

　D．N
押入

押入　　押入

押入

和室（6）

押入

1

1
Fix

〈居間。窓からは越後三山

　がよく見えます

住宅の公開と
入居相談会場

畑

畑

24

　22

　　1821

　1920

緑地

23
　　　　ゆデ

嬬る／
　　　田中峯吉さん宅

山野田東部団地位置図

14

満
宅
野
ん
北
さ

入居相灘ぢ

星
，
諮辮髪難鑑．・
　　導蘂麟i鯨。
　　　　一。　9・、ρP●・・♂
　　ト＼沓身盛r護≧澄鐸1ヂ
〔
’
沢 ’弐霜幽彰欧　’一“

◎入居申込期問

　7月29日（月）午前9時から

　8月14日㈱午後5時まで
　　（郵送での申し込みは不可）

◎住宅の一般公開と入居相談会
　8月10日（土）午前10時～午後3時

　場所は下記位置図を参照

　16　　　9
　　17

　　り
13

　　　　　

　　　　　フ

15　　　10　　　　8

　12
　　　5　　　　4

ぺ．里器類さん宅
　　　　　　　だ

③8．7．10

　　　　　　．．翼づ

醜轄翠鱗、”●
　　　・　　　グ当．i
珊巖礁／手＼モ．！

　　　　　　　　／、　　　　　　　　、

　東．●
　　　　　手　　　　　鴛

　町では、山野田原住宅団地に隣接して特定公共賃貸住宅を

建築中です。この賃貸住宅の入居者を次のとおり募集します。

ご希望の方は役場建設課にお申し込みください。

●住宅の所在地　川西町大字山野田地内（山野田地区住宅団

　地造成地内）

●住宅の募集戸数　6戸

●住宅の規模、構造　木造2階建（高床）、自然融雪式屋根

　主な居室2階……居間、食堂室（10帖）、台所、浴室、

　　　　　　　　洗面脱衣室、トイレ

　　　　3階……和室（6帖）、洋室（6帖〉2室

●入居者の資格

　①～③のすべての要件が必要となります。

　①所得要件…次の算式で計算します。
　　募集賃貸住宅に入居しようとする世帯の総所得額一親族控除等の控除額

　　　　　　　　　　　12月
　　二19万円～58万2千円（詳細の計算方法等は、お尋ねください）

　②自らの居住要件…自ら居住しなければなりません。

　　転貸のためや、セカンドハウスとしての利用はできま

　　せん。

　③同居親族要件…単身者の入居はできません。申込者

　　本人を含む2人以上の親族がいないと入居できません。

●入居申し込みに必要な書類関係

　○入居申込書（役場建設課都市計画係に用意してあります）

　○住民票　o収入額を証明する書類　○戸籍謄本（不要な

　場合もあります）

●家賃　月額50，000円（1カ月に満たないときは日割計算）

●その他の賃貸条件

　○入居することができる予定日　平成8年10月上旬

　○入居するためには、川西町内に居住し、入居者と同程度

　以上の収入がある連帯保証人1人が必要となります。

　○住宅の賃貸借期間は3年間です。更新も可能です。

　○電気、ガス、上下水道料、電話、除雪経費などは入居者

　の負担です。

●入居者の選定方法

　要件を満たす申し込み者が7世帯以上のときは、抽選に

　より選考します。該当者には、抽選日等の事項を改めて連

　絡します。



今年も見事に咲きました。

旧白倉小の玄関脇の『桜』

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
や
資
源
な
ど
を
活
用
し
て
、
個
性
的

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
場
合

に
助
成
し
、
住
民
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
六
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
は
、
同
年
に
十
三
件
を
事
業
認
定

し
、
総
額
四
七
六
万
六
千
円
を
、
続
く

平
成
七
年
度
は
十
一
事
業
を
認
定
し
、

総
額
四
四
七
万
六
千
円
の
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
本
紙
四
月
号
で
募
集
し

た
と
こ
ろ
六
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
か
わ
に
し
2
1
委
員
会
に
諮
る
等

内
容
審
査
の
結
果
、
下
表
の
と
お
り
支

援
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
事
業

を
行
う
計
画
の
あ
る
団
体
等
に
つ
い
て

は
、
役
場
開
発
課
振
興
係
（
盈
六
八
－

三
一
一
一
内
線
三
一
二
）
に
ご
相
談
だ

さ
い
。

番号 申請団体 事業名・場所 内　　　　　　　　　容 事業費 補助金額

《事業名》 《アピール》 千円 千円

三分団子供相撲ふれ 1　相撲を通して子供たちの心身の向上を
あい事業 図る

三分団成年会 《場所》 2　子供相撲を通して地域の人たちの親睦
中屋敷、寺尾、木島 を図る

1 代表　小林良房 《内容》 438 262

会員　51人 1　お年寄りの応援席用テントの購入
2　本部席用テントの購入
3　照明器具、トロフィー購入
4　子供相撲のほか、各種行事に使用

《事業名》 《アピール》

〈桜の郷〉臼倉づく 1　県下1位のカスミザクラを保存管理す
り事業 る

臼進会 《場所》 2　臼倉地内を桜で埋め尽くし〈桜の郷〉
臼倉地内 をつくる

2 代表　江口忠一 3　10年後には1，000本の桜の名所を目指
1，454 1，106

会員　18人 す

《内容》

1　桜防除機の購入
2　臼倉地内各所への桜の植樹

《事業名》 《アピール》

『川西町40年のあゆ 1　40周年を迎えた川西町のあゆみのビデ
み』ビデオ制作・上 オ制作

．ビデオクラブ 映事業 2　町民に川西町の生い立ちを啓発する

3
かわにし
代表　高橋直人

《場所》

町内全域

《内容》

1　合併当時から現在までを資料を駆使し
288 230

会員　18人 てビデオ化
2　ビデオ作成用機器の購入
3　町民を対象にした上映会の開催
4　公民館等での貸出し

《事業名》 《アピール》

ひまわり花壇整備事 1　「まちづくりはひとづくり・健康づく
ひまわり 業 り・環境づくりから」をモットーに花の
グループ 《場所》 あるまちづくりを推進

4 代表　清水ケイ 大字中屋敷地内 《内容》 150 70

会員　8人 （松屋織物裏幹線沿 1　花壇の整備
い） ・十づくり　　・苗、球根定植、種まき

・アーチフェンス取付　・啓発看板設置

《事業名》 《アピール》

川西モトクロス場管 1　人気が高まりつつあるモトクロス場魅
川西モトクロス 理施設整備事業 力向上

5
場管理組合
代表　小林正夫

《場所》

川西モトクロス場内
2　管理・集会の場の整備により若者の交
流が増加

464 278

会員　5人 《内容》

1　管理施設電気工事
2　場内放送設備整備

《事業名》 《アピール》

ふるさとの食文化伝 1　年中行事と食べ物を調査し、生活文化
承事業 を記録

風無草の会 《場所》 2　食文化と生活の知恵を次代に伝える

6 代表　丸山キミ
町内一円 《内容》

1　年中行事と食べ物の聞き取り調査
924 550

会員　15人 （年配者から話を聞き取り、カード化）

2　調査した食べ物を実際に作って食文化
を再現

3　上記の内容をまとめて出版する

地
域
づ
く
り
応
援
し
ま
す
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臨
．蕪

9月1日のオーフンに向け工事が進み、グリーンは目にあざやか

　　耀鱒綴驚、i、．騨鷲騨鍵輝曝瀞職翰

ホットな

オープンを控え

ファミリーゴルフ場予約受付開始！

○受付開始

　日　　時

○プレー
　予約日

囎鯛↑
○

7月20日（十）午前8時～

9月1日以降の金・土・日・月
曜日の午前7時30分～午後10時

平日…第1ラウンド目2，000円／1人

　　2ラウンド以降は1ラウンドに
　　つき1，500円

土・日曜及ぴ休日

　　…第1ラウンド目2，500円／1人

　　2ラウンド以降は1ラウンドに
　　つき2，000PJ

○申込先ナカゴグリーンパーク盈68－4419

地域の特産品や製品展示できます

　観光交流会館（サンパレス・ナカゴ）に物産展

示コーナーを設けてあります。地元の特産品や製

品を紹介する場としてご利用ください。

　なお、展示期間やスペースなど調整の必要とな

る場合もありますので、役場開発課商工観光係

（暦68－3111内線311）にご連絡ください。

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
家
冨
田
實
さ
ん

（
大
白
倉
）
作
品
展
（
財
3
0
～
y
6

開
催
）

髄鞘礁購熱購織膿慧織轟繍饗義鰺辮藤轡
穐
麗
讐
購
蟹
．
嚢
灘
嚢

　
　
越
後
三
山
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
の

　
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
ま
た
格
別

　　　　ご利用くださいバーベキューセット

　　　　コンロとアミを組み込んだテーブルに、イスを

　　　セットしました。アウトドア感覚いっぱいのウッ

　　　ディーな作りとなっています。

　　　今月の下旬には使用できるようになります。ご

　　　家族や友達の集まりなどでご利用ください。

　　　小500円　大1，000円
　　　●申込先　ナカゴグリーンパーク　盈68－4419

　　1謹齢魑・、、一㈱1。獺麹鮮駕継礎麟轡貯

灘　ロ　1
　ヨ　ヨ壌欝

臨　　○使用料金（一回当たり）

顛
㎜

一日遊べるプレイスポット『ナカゴ』使用料金の一部を紹介

使用施設等 使用者等 使用料 単　　位 備　　　　　　考

コ　ー　ス

大　　　　人 1，000円 1人1ラウンド当たり ・子供とは、中学生以下の者をいう。
・10人以上（年間会員を除く）でコースを使用する場
合、1人1ラウンド当たり200円を減額する。
・大人のコース使用について、繁忙期（土曜、日曜、

国民の祝日に関する法律に規定する休日、5月1日
～5日及び8月13日～16日）は、1人1ラウンド当
たり300円を増額する。
・パター及びボールは、無料貸出しとする。
・ナイター料金は、照明点灯後の入場者に適用する。

子　　　　供 500円 1人1ラウンド当たり
個人年間会員 200円 1人1ラウンド当たり

ファミリー
パターゴル
フ場 運動靴 200円 1足

ナイター 200円 1人1ラウンド当たり

会員券 ．個人年間会員 5，000円 1シーズン当たり

観光交流会
館

研修室 500円 1時間当たり
コ　　イ　　ン

シ　ャ　ワ　ー 200円 1回
・使用時間が1時間に満たない場合であっても、1時
間とみなす。

・コインロッカーは、当日だけの使用に限る。
コ　　イ　　ン

ロ　ッ　カ　ー 100円 1回

⑤8．7．10



も
の
は
大
切
な
資
源

す
か
。
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
子
供
服
な

ど
の
交
換
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
り
っ
ぱ
な

リ
サ
イ
ク
ル
。
　
「
必
要
な
も
の
を
必
要

な
人
に
」
ま
た
「
不
要
な
も
の
を
必
要

な
人
に
」
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
精
神
で
も

の
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

　
先
月
、
二
つ
の
会
場
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

…多きi箋
纏
纒
，

き
薙
■
ー

　
壽
　
　
’
，

，
糞茎

　
　
　
毒
灘
，
・

　
み
な
さ
ん
、

し
た
ご
存
じ
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、

い
く
う
え
で
、

6／8リサイクルバザー（衛生施設組合内）

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
消
費

者
や
市
町
村
、
事
業
者
の
役
割
を
明
確

に
位
置
づ
け
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
、
ご

み
の
処
理
に
関
し
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
市
町
村
が
受
け
も
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

は
、
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
の
な
か
で

も
容
器
包
装
に
つ
い
て
は
市
町
村
だ
け

で
な
く
、
消
費
者
や
事
業
者
に
も
応
分

の
役
割
分
担
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
進
は
、
み
ん
な
の
協
力

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
。

容
器
包
装
を
製
造
・
利
用
す
る
事
業
者
、

そ
れ
を
ご
み
と
し
て
出
す
消
費
者
、
収

集
す
る
市
町
村
と
、
こ
の
う
ち
の
だ
れ

が
欠
け
て
も
実
現
し
ま
せ
ん
。
そ
う
、

み
ん
な
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
主
役
な
の
で

す
。　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
「
み
ん
な
で

回
そ
う
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
　
（
十
五

6・22役場前で行われたフリ
ーマーケット。

町制40周年記念カップと銘打

ったミニ四駆大会に、多くの

小学生が参加し、スピードを

競いました。

．
織
慧

分
間
）
を
町
教
育
委
員
会
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
ー
さ
ん
に
続
く
A
」
丁
決
ま
る

　
昨
年
の
七
月
に
川
西
町
初
の
A
L
T

（
語
学
指
導
助
手
の
意
）
と
し
て
来
町

し
た
リ
i
・
ジ
ョ
ン
・
ダ
ウ
エ
ル
さ
ん

は
、
中
学
校
を
は
じ
め
小
学
校
や
保
育

園
で
大
活
躍
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
外
国
人
と
し
て
慕
わ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
、
1
年
間
と
い
う
期
限
つ

き
の
た
め
、
あ
と
わ
ず
か
し
か
町
に
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
リ
ー
さ
ん
に
続
く
A
L
T

と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ
ォ
ィ
ツ
ェ
ホ

ー
ス
キ
ー
・
テ
ィ
ナ
・
マ
リ
ー
さ
ん
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
彼
女
は
一
九
七
一

年
生
ま
れ
。
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
市
の

出
身
で
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
で
会
計

学
と
日
本
語
を
専
攻
し
ま
し
た
。
七
月

二
十
四
日
に
来
町
の
予
定
で
、
住
ま
い

は
山
野
田
教
員
住
宅
と
な
り
ま
す
。
ご

近
所
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

8．7．10⑥

騨

　
　
　
平
成
七
年
六
月
に
成
立

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
を

　
　
　
　
　
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て

　
　
　
　
　
　
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
ど
う
組
み
込

ん
で
い
く
か
な
ど
を
指
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
法
律
の
大
き
な
目
玉
は
、
容
器

衛
生
施
設
組

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資
を
受
け
て
各
種
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
度
の
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
し
尿
車
（
バ
キ
ュ
ー
ム

ダ
ン
パ
↓

　
今
ま
で
使
っ
て
い
た
も

の
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に

よ
る
更
新
で
、
平
成
七
年

六
月
に
八
〇
三
万
五
千
円

で
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
衛
生
施
設
組
合
で
維

持
管
理
し
て
い
る
合
併
浄

化
槽
の
汚
泥
調
整
や
体
育

施
設
等
の
浄
化
槽
汚
泥
の

運
搬
に
使
用
し
ま
す
。

合
か
ら
お
知

◎
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ー
（
エ
コ

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
こ
の
施
設
は
、
ご
み
の
分
別
減
量
化

資
源
化
を
図
る
た
め
、
ご
み
を
一
時
的

に
保
管
す
る
も
の
で
、
平
成
八
年
三
月

に
完
成
し
、
一
日
約
百
台

の
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　
ご
み
に
つ
い
て
よ
く
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
『
混

ぜ
れ
ば
ご
み
で
分
け
れ
ば

資
源
』
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
一
家
庭
か
ら
は
一

袋
づ
つ
と
し
て
も
、
全
体

で
は
何
千
何
万
袋
に
も
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
引
き

続
き
資
源
ご
み
の
分
別
収

ら
せ

　
　
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

資
源
分
別
の
拠
点
「
資
源
物

ス
ト
ツ
ク
ヤ
ー
ド
」



野球シーズン真最中1

欝1灘’　懲
鐵轍・蟹

群馬県太田市立商業高校を招く

雛灘濃墨一野謄講劉一騨誹
｝
葦
澤
孝
誹畷

臨

釜o

o瞬．、

誘話、畿函

蘂

轟の｝
つ

の
実
力

園大会出場校である太田市立商業高校を迎え、地
元川西高等学校・十日町高等学校との招待親善野
球大会を行いました。各試合とも、終始太田市立
商業高校がリード、第1試合（対川西高校戦）の
4回には、本球場の第1号となる、織茂選手（太
田市立商）のホームランも飛び出しました。

球場のオープン記念事業として・今春の選抜甲子　　難嚢繍

　両翼98メートル、センターは122メートルの本格的野球場です
φψ・ひ、ρ・ひゆrひψ・ひψ’rひゆ・rひψφ群φψ・rひψ・rひ，ひ、ひ．ゆ・oゆ・o・・酔◆・幽ひ“・ひ轡φゆ・・ひ一rひゆ・φのhoψ・rの・一・ひ徽rひ・醐・φ膿』ひ・撒・ひ導噸・ひψφ瀞・」【ゆrひゆ’rひゆrひ心一『ひ卓ゆ』ゆ『ひ蔚くト“’『ひ」』ひゆ・ひψφ壷・ひ網’rひゆr9・ゆ・θ・・静・司卜・ρ一〇・ψ・・o・ゆ・o・虐・ひψ・ro・瀞φψ・ひψ・σ』櫛φ卓つ』ゆ◆禰』ひψ‘

6／2仙田地区合同運動会「水くみリレー」

6／1坪山交差点にて交通指導会

鈴
灘灘，，

　　織簸

　6／2橘小学校運動会「出たとこ勝負」

⑦8．7．10

6／14住民検診（上野コミセン）

　　　　づき
月な

無
　
　
み
弘

　
　
　
プ

払
寸
びょう

描

め
、
ず

　
　
　
寸

　
　
　
・
と

　
　
　
　
な

　
　
　
　
会

　
　
　
動

　
　
　
騒

玉
φ

6／26～27
　フレッシュバレーボール大会

6／2千手小学校運動会「雑技～ザ・わかぷな」

6／30町郷土芸能発表会「剣の舞い」

モ

灘　　　　宍一

6／2上野小学校運動会「大玉送り」



　
町
で
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
～
五
十
四

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
］
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
二
十
二
日
側

受
付
時
間
　
　
午
前
九
時
～
九
時
四
十

　
　
　
　
　
　
分

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
性
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消
し

　
　
　
　
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

　
　
　
　
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬
ご
ろ

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
十
一
月
中
旬
ご
ろ
（
一

　
　
　
　
　
　
次
試
験
合
格
者
に
別
途

　
　
　
　
　
　
通
知
）

試
　
験
　
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
　
面
接
試
験

【
採
用
日
】

　
平
成
九
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
押

　
印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽

　
・
正
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役

　
場
行
政
係
へ
．

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

　
履
歴
書
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
八
月
十
五
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
八
月
十
二
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
盈
六
八
－
三
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
有
線
二
二
二
一
二

員十日町地域広域事務組合
　　　　　　（採用試験実施要項）

採用の予定1名、　消防士　若干名

7月15日～8月9日まで
（郵送消印は8月9日まで）

一般事務

申込受付

平
成
九
年
四
月
一
日
採
用
予
定

一
般
事
務
職
員

【
受
験
資
格
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
（
平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
三
十
五

歳
以
下
の
人
）

〇
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
内
（
十

　
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
に
居
住

可
能
な
人

【
試
験
の
日
及
び
方
法
】

〇
一
次
試
験
　
九
月
一
日
（
場
所
及
び

　時間は

受
験
者
に
別
途
通
知
）
、
試
験

　
は
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

知
識
・
教
養
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

○
二
次
試
験
　
九
月
中
旬
（
場
所
及
び

時
刻
は
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

知
）
、
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行
い

ま
す
。
消
防
職
員

【
受
験
資
格
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
四
十
六

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
（
平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
二
十
五

歳
以
下
の
人
）

○
身
長
ニ
ハ
○
作
唇
以
上
、
胸
囲
は
お

　
お
む
ね
身
長
の
2
分
の
1
以
上
、
体

重
は
五
〇
殊
ラ
如
以
上
、
視
力
は
両
眼

　
の
場
合
O
・
八
以
上
、
一
眼
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
O
・
五
以
上
（
矯
正
視
力

　
可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の
ほ
か
身
体

強
健
で
体
質
上
欠
陥
の
な
い
人

脅
〉

彬ノ

〇
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
内
（
十

　
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

　
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
に
居
住

　
可
能
な
人

【
試
験
の
日
及
び
方
法
】

○
一
次
試
験
　
九
月
一
日
（
場
所
及
び

　
時
間
は
受
験
者
に
別
途
通
知
）
、
試
験

　
は
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

　
知
識
・
教
養
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
を

　
行
い
ま
す
。

〇
二
次
試
験
　
九
月
中
旬
（
場
所
及
び

　
時
刻
は
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
知
）
、
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行

　
い
ま
す
。

　
、
共
簿

【
受
験
手
続
き
】

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
や
十
日

町
地
域
消
防
本
部
、
消
防
署
川
西
分
遣

所
等
に
備
え
付
の
受
験
申
込
書
に
、
最

終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
を
添
付
し
、

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
事
務
局
総

務
課
（
盈
五
七
－
一
五
五
五
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
合
格
発
表
】

　
一
次
、
二
次
試
験
と
も
受
験
者
に
合

否
を
通
知
し
ま
す
。

8．7．10⑧



川
西
町
へ
の
歩
み
⑤

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
川
西
町
誕
生
の
秘
話
①

　
川
西
町
の
誕
生
は
思
い
の
ほ
か
難
産

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
一

日
に
う
ぶ
声
を
あ
げ
て
か
ら
四
十
年
に

な
る
。
そ
こ
で
、
連
載
中
の
「
川
西
町

へ
の
歩
み
」
の
流
れ
を
一
時
的
に
中
断

し
、
町
村
合
併
に
ま
つ
わ
る
「
こ
ぼ
れ

話
」
を
特
集
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
に

し
た
。
と
は
い
え
、
合
併
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
方
の
多
く
が
他
界
さ
れ
て
し

ま
い
、
歳
月
の
経
過
に
記
憶
も
薄
れ
て

難
渋
し
た
が
、
い
ま
も
ご
健
在
の
方
が

た
に
「
川
西
町
誕
生
の
秘
話
」
を
語
っ

対談中の皆さん、左より金山良晃、和久井精一、

上村辰栄、金子幸作の各氏
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
お
話
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
町
政
特
別

功
労
者
の
和
久
井
精
一
元
町
議
会
議
長

と
、
と
も
に
町
政
功
労
者
で
、
当
時
、

川
西
郷
の
町
村
合
併
事
務
局
に
出
向
し

た
金
山
良
晃
元
町
教
育
委
員
長
、
上
村

辰
栄
元
川
西
町
役
場
課
長
の
お
三
方
で

あ
る
。
お
伺
い
し
た
の
は
六
月
三
日
、

場
所
は
緑
し
た
た
る
霜
条
の
清
竜
寺
精

舎
で
、
金
子
幸
作
が
各
氏
に
質
問
す
る

形
で
進
行
し
た
。
以
下
、
七
月
・
八
月

・
九
月
・
十
月
号
の
本
欄
で
座
談
会
の

あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

　
　
　
県
が
合
併
四
案
が
示
す

　
　
　
金
子
　
川
西
町
が
誕
生
し
て
か

　
　
ら
四
十
年
、
ご
感
想
を
ど
う
ぞ
。

　
　
　
上
村
　
村
か
ら
町
の
職
員
に
な

　
　
っ
て
二
十
年
勤
め
さ
せ
て
も
ら
い
、

退
職
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年

で
、
も
う
四
十
年
に
な
っ
た
か
と

い
う
感
じ
だ
。

　
和
久
井
　
知
ら
ず
の
う
ち
に
月

日
が
流
れ
て
い
た
。
振
り
返
っ
て

四
十
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

　
金
山
　
長
い
と
い
え
ば
長
か
っ

た
、
短
い
と
い
え
ば
、
も
う
そ
ん

な
に
な
っ
た
か
な
あ
と
思
う
。
四

＋
年
経
っ
た
か
．

　
金
子
　
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十

六
日
の
中
魚
沼
郡
町
村
会
に
、
県
の
構

想
で
合
併
四
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
案
　
千
手
町
と
吉
田
村
と
上
野

村
で
合
併
。
橘
村
と
下
条
村
で
合
併
。

　
第
二
案
　
千
手
町
と
吉
田
村
と
十
日

町
と
川
治
村
と
六
箇
村
で
合
併
。
上
野

村
と
橘
村
と
下
条
村
で
合
併
。

　
第
三
案
　
橘
村
と
下
条
村
で
合
併
。

千
手
町
と
上
野
村
で
合
併
。

　
第
四
案
　
千
手
町
と
吉
田
村
と
十
日

町
と
川
治
村
と
六
箇
村
と
中
条
村
で
合

併
。
上
野
村
と
橘
村
と
下
条
村
で
合
併
。

　
注
　
仙
田
村
は
ど
の
案
に
も
入
ら
ず

独
立
村
で
い
く
勧
告
で
し
た
。

四
力
町
村
の
対
応

　
金
子
　
こ
の
案
を
見
ま
す
と
、
川
西

四
力
町
村
の
合
併
案
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
な
の
に
、
自
主
的
に
相
寄
っ

て
川
西
町
が
誕
生
し
た
奇
縁
を
ど
う
思

い
ま
す
か
、
各
町
村
は
県
の
四
案
に
ど

う
対
応
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
上
村
　
上
野
村
（
押
木
利
成
村
長
、

星
名
州
治
議
長
）
で
は
、
吉
田
村
は
と

も
か
く
、
明
治
年
間
に
合
併
話
の
あ
っ

た
橘
村
も
加
え
、
千
手
町
を
入
れ
た
一

町
二
村
の
合
併
を
望
ん
だ
。
仙
田
村

（
押
木
仲
治
村
長
、
川
崎
勝
平
議
長
）

は
、
ど
の
案
に
も
入
ら
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
。

　
金
山
　
千
手
町
（
中
村
壮
吉
町
長
、

高
橋
茂
雄
議
長
）
は
第
一
案
を
実
現
し

よ
う
と
動
い
た
。
川
西
町
は
一
町
三
村

が
い
っ
き
に
合
併
し
た
の
で
な
く
、
誕

生
ま
で
に
は
複
雑
な
腹
の
さ
ぐ
り
合
い

　
う
　
よ
き
ょ
く
せ
つ

や
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
難
航
し
た
。

　
和
久
井
　
橘
村
（
山
田
喜
雄
村
長
、

田
口
茂
治
議
長
）
は
、
川
西
郷
六
町
村

の
大
同
合
併
を
と
な
え
た
。
県
の
合
併

構
想
は
、
川
西
郷
と
し
て
共
に
手
を
携

え
て
き
た
歴
史
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
在
の
川
西

町
が
存
在
す
る
の
は
、
合
縁
奇
縁
の
過

程
を
経
て
落
着
く
所
に
落
着
い
た
と
み

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
さ

　
郡
一
円
の
合
併
も
示
唆

　
和
久
井
　
県
は
四
案
を
示
し
た
が
、

こ
の
案
と
は
別
に
、
中
魚
沼
郡
（
二
十

ニ
カ
町
村
）
を
ひ
と
つ
に
合
併
し
よ
う

　
　
こ
　
ひ
な
た
た
け
お

と
、
小
日
向
毅
夫
地
方
事
務
所
長
（
後

年
の
東
京
都
葛
飾
区
長
）
が
水
面
下
で

各
町
村
に
話
を
持
ち
か
け
て
い
た
。
し

か
し
、
当
時
は
郡
一
円
の
合
併
な
ど
と

て
つ
も
な
い
夢
だ
く
ら
い
に
し
か
思
わ

ず
、
だ
れ
も
本
気
に
な
っ
て
考
え
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。

町
村
合
併
の
事
務
局

　
金
子
　
県
の
案
が
示
さ
れ
て
か
ら
、

合
併
促
進
協
議
会
の
事
務
局
は
ど
こ
に

置
か
れ
ま
し
た
か
、
職
員
の
出
航
や
勤

務
の
状
況
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
上
村
　
い
ま
の
千
手
郵
便
局
の
敷
地

に
六
十
九
銀
行
が
あ
っ
た
が
十
日
町
に

吸
収
さ
れ
、
そ
の
跡
が
千
手
町
公
民
館

に
な
り
、
そ
こ
の
階
下
に
合
併
事
務
局

が
置
か
れ
た
。
出
向
し
た
の
は
各
町
村

の
上
席
吏
員
で
千
手
町
が
金
山
良
晃
、

仙
田
村
が
小
川
政
一
、
橘
村
が
平
沢
徳

松
の
各
氏
だ
っ
た
。
上
野
村
は
上
村
謙

治
書
記
で
あ
っ
た
が
ま
も
な
く
入
院
し

私
が
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
金
山
　
合
併
が
決
ま
り
そ
う
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

た
り
、
話
が
こ
じ
れ
た
り
す
る
と
俄
に

忙
し
く
な
っ
た
。
合
併
ま
ぎ
わ
に
は
徹

夜
で
書
類
を
作
る
日
も
あ
っ
た
。
事
務

局
長
は
千
手
町
の
高
橋
友
義
助
役
で
、

包
容
力
の
あ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人
だ
っ

た
。

吉
田
と
真
人
が
離
れ
る

　
金
子
　
事
務
局
に
お
ら
れ
て
、
い
ま

も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

　
金
山
　
吉
田
村
が
突
然
に
十
日
町
へ

走
り
、
真
人
村
も
小
千
谷
市
に
合
併
す

る
と
知
っ
た
と
き
の
、
丸
山
恒
正
千
手

町
長
や
押
木
利
成
上
野
村
長
、
高
橋
友

義
事
務
局
長
な
ど
関
係
者
の
落
胆
し
た

顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
合
併
事
務
局
で

も
、
信
濃
川
の
西
は
吉
田
か
ら
真
人
ま

で
川
西
郷
で
文
句
な
し
に
一
緒
に
な
る

と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
。

　
上
村
　
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ

れ
た
と
き
、
小
千
谷
町
で
は
町
長
が
さ

っ
そ
く
幹
部
を
呼
び
、
地
図
で
旭
橋
の

上
に
コ
ン
パ
ス
を
置
き
、
直
線
で
何
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
村
々
は
全
部
吸
収

す
る
方
針
を
立
て
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
小
千
谷
市
建
設
の
夢
が
ま
っ
た
く
そ

の
と
お
り
実
現
し
た
わ
け
で
、
歴
史
の

古
い
中
魚
沼
郡
も
、
こ
の
と
き
真
人
村

と
岩
沢
村
を
北
魚
沼
郡
に
取
ら
れ
た
悔

い
が
残
る
。
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）
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エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

　
　
特
別
名
品
展
－
神
と
人
間
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
日
本
初
公
開
〉

◆
期
問
　
八
月
一
日
～
十
月
十
七
日

　
（
毎
月
曜
日
休
館
、
た
だ
し
九
月
は

　
十
六
日
・
二
十
三
日
の
替
わ
り
に
十

　
七
日
・
二
十
四
日
が
休
館
）

◆
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

◆
場
所
　
県
立
近
代
美
術
館
（
長
岡
市

　
宮
関
町
字
居
掛
二
七
八
－
十
四
）

同
美
術
館
の
誇
る
至
宝
の
ひ
と
つ

〈
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
家
の
カ
メ
オ
〉

紀
元
前
三
世
紀

パ
ソ
コ
ン
講
座
案
内

◎
一
太
郎
で
『
書
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
』

◆
日
時
　
七
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◆
内
容
　
基
本
的
な
操
作
と
文
章
作
り

◎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
3
・
1
入
門
講
座
1

◆
日
時
　
八
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◆
内
容
　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

　
　
　
　
操
作
な
ど

◎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
3
・
1
入
門
講
座
H

◆
日
時
　
八
月
十
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◆
内
容
　
フ
ァ
イ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
な
ど

※
い
ず
れ
の
講
座
と
も
定
員
は
二
十
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）
、
受
講

料
は
五
千
円
で
す
。
開
講
日
の
一
週
間

前
が
締
め
切
り
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
下
記
に
問
い
合
わ
せ
を
。

　
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

〇
二
五
七
－
七
二
－
四
五
五
四
）

（
盈

水
生
生
物
で
川
の
き
れ
い
度
チ
ェ
ッ
ク

　
川
に
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
住
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
川
の

き
れ
い
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
お
ぽ
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日
　
七
月
二
十
六
日
働

◆
場
所
　
南
魚
湯
沢
町
大
源
太
川

◆
対
象
者
　
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

鯉

麟
　
　
韻

響

6／22信濃川での水生昆虫観察会

◆
集
合
場
所
及
び
申
込
先
等

　
湯
沢
町
役
場
前
ま
た
は
湯
沢
駅
西
口

に
午
前
九
時
ま
で
に
集
合
。
小
中
学
生

は
六
日
町
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
般

は
六
日
町
保
健
所
に
七
月
十
九
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
六
日
町
保
健
所
環
境
課

（
盈
〇
二
五
七
－
七
二
－
二
四
五
七
）

ま
で
。

笹
山
球
場
で
社
会
人
野
球

◆
期
日

◆
時
問

◆
場
所

八
月
三
日
（
土
）

開
場
午
前
九
時
、
開
会
式
午

前
十
時
、
試
合
開
始
午
前
十

時
三
＋
分

十
日
町
市
営
笹
山
球
場

◆
対
戦
チ
ー
ム

　
N
T
T
信
越
（
長
野
県
長
野
市
）

　
　
　
　
　
　
対

　
伏
木
海
陸
運
送
（
富
山
県
高
岡
市
）

◆
そ
の
他
　
入
場
無
料
、
雨
天
中
止
。

　
問
い
合
わ
せ
は
N
T
T
六
日
町
支
店

（
暦
〇
二
五
七
－
七
〇
1
九
〇
三
一
）

　
　
　
　
　
　
　
き

表
紙
の
写
真

　
六
月
五
日
、
町
道
東
山
新
町
新
田
線

（
通
称
幹
線
）
で
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
定
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
合
併
三

十
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
実

施
し
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
、
一

過
性
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
、
翌
六

十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
以
来

『
か
わ
に
し
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
』
と

し
て
定
着
し
、
通
過
車
輔
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
の
婦
人
団
体
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
二
十
二
人
と

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

九
人
、
こ
れ
に
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
と
役
場
の
職
員
も
加
わ
り
、

約
二
時
間
で
九
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
植
え

付
け
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
き
れ
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
わ
き
見

運
転
は
禁
物
、
ル
ー
ル
に
従
っ
た
運
転

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

8．7．10⑬

◆
・
毛
．
◆
・
拳
◆
昌
§
．
◆
・
寺
．
◆
一
寺
．
◆
‘
毒
．
◆
・
，
軍
．
◆
・
一
マ
◆
色
雪
．
◆
主
マ
◆
曾
一
雷
7
◆
邑
写
◆
色
寧
◆
曾
…
一
・
◆
邑
冒
・
◆
，
ニ
マ
◆
一
一
マ
◆
”
一
冨
一
・
◆
一
旨
マ
◆
一
…
一
・
◆
’
響
一
一
7
◆
一
一
申
冒
・
◆
冒
一
一
一
7
◆
■
一
一
＝
・
◆
■
一
層
冒
・
◆
冒
一
－
薗
7
◆
も
一
・
◆
一
…
7
◆
る
一
マ
◆
冒
一
－
一
7
◆
一
昌
一
－
・
◆
邑
一
マ
◆
『
－
層
一
曹
・
◆
，
一
霊
？
◆
る
一
雪
・
◆
一
葦
7
◆
’
一
一
マ
◆
晶
薯
7
◆
、
一
曹
一
一
・
◆
一
7
一
マ
◆
響
一
曹
マ
◆
邑
一
マ
◆
”
一
一
＝
・
◆
9
轄
一
写
◆
一
妻
・
◆
昌
警
◆
曾
萎
・
◆
一
曹
マ
◆
，
一
等
◆
色
＝
・
◆
－
呂
マ
◆
二
＝
7
◆
一
葦
7
◆
る
雷
7
◆
曾
一
冨
一
・
◆
島
一
申
・
◆
一
呂
マ
◆
る
零
7
◆
一
…
7
◆
邑
…
・
◆
一
一
　
一
7
◆
一
葦
7
◆
、
呂
一
曹
・
◆
曾
一
曹
一
？
◆
一
る
7
◆
一
…
7
◆
一
一
一
曹
7
◆
畠
富
一
・
◆
9
姜
・
◆
一
一
零
7
◆
曾
一
霊
7
◆
曾
塗
・
◆
’
一
富
？
◆
る
一
マ
◆
一
邑
7
◆
曾
一
曹
一
7
◆
る
書
7
◆
’
…
一
・
◆
9
一
…
・
◆
己
…
・
◆
一
奪
・
◆
乙
書
冒
・
◆
己
…
・
◆
曾
拳
・
◆
・
，
一
胃
・
◆
・
二
＝
・
◆
皇
層
・
◆
曾
一
曹
マ

意
善

　　　　　　　　　（敬称略）

体育関係に

高橋賢一（中屋敷）　　5万円

川西中学校の教材として

関口純夫（十日町市）50万円

暮らしのカレンダー

10

　　　　　　　　　　　器

すくすく教室（ナカゴグリーンパーク〉

11 4カ月児健診（保健センター）

12 日本脳炎（高齢者コミセン）

13

難 心配ごと相談（高齢者コミセン）

15

16 乳がん　診（上野コミセン）十七夜まつり（16日・17日）

17 住民検診・胃がん検診（総合センター〉

18 住民検診・胃がん検診（総合センター）

19 住民検診・胃がん検診（総合センター）

20

雛 心配ごと相談・行政相談（克雪センター）

22 健康相談（保健センター）

23
子宮がん検診
（午前：克雪センター、午後：高齢者コミセン）

乳がん検診（高齢者コミセン）
日本脳炎（克雪センター）

24
事後指導会（午前：元町集落センター、
　　　　　　　　午後：新町公民館）

25 3歳児健診（保健センター）

26

27

欝 心配ごと相談（総合センター）

29
納税振替日
胃がん検診（赤谷集落センター・
　　　　　　　岩瀬集落センター）
事後指導会（上野コミセン）

30
住民検診（午前：川辺集落センター・
　　　午後：木落構造改善センター）

1
　
1

3
住民　診（午前：赤谷集落センター・
　　　　　午後：岩瀬集落センター）

　　；　　　　　　　　器

住民　診・胃がん　診
（午前：仙田小学校・午後：室島集落センター）

2
住民　診（午前：旧白倉小学校、
　　　　　　　午後：総合センター）

3
蒙…i縷 心配ごと相談（上野コミセン）

5
事後指導会（午前：伊友公民館、
　　　　　　　　午後：坪山公民館）

6 乳がん検診（保健センター）

7 事後指導会

8 1歳6カ月児健診（保健センター〉

9
10

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。
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層
霊

　
験
あ
ら
た
か
で
あ
ろ
う
。

食
中
毒
の
予
防

　
　
　
　
－
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
ー

◆
「
清
潔
」
細
菌
を
つ
け
な
い

○
手
洗
い
を
確
実
に
す
る
。
特
に
生
肉

　
を
扱
っ
た
後
は
入
念
に
。

o
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
包
丁
な
ど
は
よ

　
く
洗
い
、
殺
菌
を
十
分
に
し
て
、
乾

燥
さ
せ
て
お
く
。

○
台
所
の
整
理
整
頓
を
す
る
。

○
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
サ
を
駆
除
す
る
。

◆
「
迅
速
」
細
菌
が
増
え
る
時
間
を
与

　
え
な
い

○
鮮
度
の
よ
い
食
品
を
手
早
く
調
理
す
る
。

○
調
理
し
た
食
品
は
早
く
食
べ
る
。

細菌性食中毒の種類と予防

○
調
理
後
四
時
問
以
内
に
食
べ
る
。

◆
「
加
熱
又
は
冷
却
」

　
に
す
る

　
は
、
十
分
に
加
熱
す
る
。

十
分
な
手
洗
い
と
加
熱
が
、
基
本
的
な

食
中
毒
の
予
防
法
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜀

．
食
品
の
灘
は
、
中
心
部
ま
で
確
実
溜

。
冷
凍
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
冷
凍
食
品
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

。
冷
蔵
庫
は
五
度
以
下
で
・
冷
凍
庫
は
鶴

　
マ
イ
ナ
ス
十
八
度
以
下
で
使
用
す
る
。
爾
魎

．
灘
聾
博
り
と
い
．
鱈

原因菌 感　染　源 予　　　　防

感
　
　
　
　
染
　
　
　
　
型

サルモネラ菌

人・家畜・家禽・ね

ずみ・鳥類・ゴキブ

リ

・低温保存、加熱処理。

・ねずみなどの排せつ物に

よる食物の汚染を防ぐ。

・調理後は早く食べる。

腸炎ビブリオ

（病原性好塩菌）
海水・魚介類

o低温保存・加熱処理。

・魚介類の生食に注意する。

病原大腸菌 動物の糞便 o低温保存・加熱処理。

ウェルシュ菌
人や動物の糞便・土

壌・獣肉・魚介類

・加熱処理後すぐ食べる。

・食品汚染を防ぐ。

カンピロバク

タ　ー　菌

動物の糞便・井戸泳

・獣鳥肉

o加熱調理。

・乾燥処理。

毒
　
素
　
型

ぶどう球菌 人・家畜の化膿巣

・食品を暗所に放置しない。

・手洗いの励行。

・手指の化膿した人は調理

しない。

ボツリヌス菌
土壌・いずし・ソーセ

ージ・かん詰・びん詰
o加熱調理。
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●休日救急医

7月14日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　費　68－2034

〃日中条病院（中条）

　857－3018
20日富田医院（神明町）

　　8　52－3269

21日山口医院（袋町中）

　　費52－2174
28日大熊内科医院（山本1）

　　費　52－7066

8月4日津南病院（大割野）

　　　費　65－3161

11日山口医院（下条）

　　a　55－2003

卿
函

　これは町の観光ポスターです
　このポスターは、町と観光協会が
4年ぶりに作成したものです。観光
用となると風景などが多いようです
が、今回は『今までにない出会いや
発見があるまち』をイメージしたも
のとなっています。

一　＿＿　　 蔵数長　　　　・野野平上星星た品藤錆昇葛　暑

寺緊際町馨立に霜木赤戦ら1
　らり　り　　　条島谷　　賑画禦」

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
ゆ
う
た
ろ
う
和
浩

南
雲
優
太
朗
久
美
子
田
中
町

田
・
可
．
熱
．
鎮
菊
落

￥
　
　
み
か
券
茂

刀
林
　
　
深
夏
朗
ゆ
み
中
仙
田

　
　
　
ま
い
こ
勝
則

高
橋
　
舞
子
　
　
．
上
　
町

　
　
　
　
　
克
子

　
（
6
月
－
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

（　　（
塩中相高

川條崎橋

祐一直新
美美美一一

十仁沖伊日

箒田立友
　　かか　　　 ．

一　　　　り
ら
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．〉義灘

▲「野口の水ばしょう」

5年生丸山ことみさん

騨灘

▲「うさぎさんのおうち」

1年生ふじまきともみ　さん

▲「宇宙のモンスター」

3年生中村広伸くん

▲「庭うさぎ」共同作品
2年生野沢恵季さん羽鳥優宏くん
　　　丸山雅孝くん中川広也くん

轡　、

曝、

▲「橋」
6年生高津久仁子さん

》
「
熱
帯
魚
」

4
年
生
和
久
井
智
恵
美
さ
ん

▲「家族」共同作品
2年生藤巻健太くん山口美香さん
　　　清水拓矢くん

．
繋

▲「わたしのすきなもの」

3年生山家紗恵子さん

轍
曳諺

（8月号は仙田小学校です）

　　∂　　一ρ

　　　ノ
、’ち

い
’さ

なも

。グ展

麗．

八
橘
小
学
校
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